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【各設問の「その他」欄への回答】 

各設問の「その他」欄への回答                        

 

 

 

問 3【あなたの職業】 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  ３１件 

 

・シルバー人材センター 

・農業 

・個人事業主 

・非常勤特別職 

・契約社員 

・専門職 

・会社役員 

・税理士 

・派遣社員 

・内職 

  

あなたの職業をおたずねします。（1つだけに○） 

以下に、各設問の「その他」欄へのご回答を抜粋して掲載します。 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 5【配偶者の職業】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  １８件 

 

・事業専従者 

・シルバー人材センター 

・農業 

・契約社員 

・施設に通所 

 

 

問 7【世帯構成】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  ８件 

 

・本人、姉、子ども 

・親＋子供１人＋３ 

・夫婦と孫 

  

（問 4で、「1.結婚している」と回答した方にお伺いします） 

あなたの配偶者の職業をおたずねします。（１つだけに○） 

 あなたの世帯構成はどれにあてはまりますか。（１つだけに○） 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 10【男女平等】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  １４件 

 

・特に男性を含む社会全般の価値観の変革が必要。 

・男性側のアンペイドワーク（家事など）寄与を増やす。育休など。 

・女性が働ける環境づくり（保育や介護施設の充実） 

・各種の”長”といわれる立場の人を教育し考え方を改めてもらう。 

・女性の意識向上。 

・見かけ上何事も同じにするのではなく、男女の役割の違いなどをふまえた社会のあり方を議論  

出来る環境を教育の場に作る。 

・学校教育の場で幼少時代からの教育を充実させる。 

・平等にはなれない。身体的になり得ない。 

・テクノロジーを進歩させ、社会的デメリットとなる性差を消滅させる。 

 

  

今後、男女が社会のあらゆる分野でさらに平等になるために、最も重要だと思うことは  

何ですか。（１つだけに○） 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 11-1【賛成の理由】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  １９件 

 

・女性が家庭の仕事と子育ての上に、社員として仕事を持ったら、体がもたない。 

・子供が成長した後、社会に出れば良い。 

・男性、女性、それぞれの性にはそれぞれの適性というものがあるから。 

・考え方は自由だから。 

・男性の方が、収入が多くなる場合があるから。 

・夫と妻は平等だが、それでも父親として威厳、家庭内での中心的役割は必要。 

・それが自然な形である気がする。 

・子育ては女性が、子どもが小さいうちだけやる。時に男性も協力し、子どもは親が育てること。 

・一生ということではないが、それぞれの意識をもつべきと思う。 

・２人とも仕事に出たら子どもがかわいそう！どちらかでも家にいた方がいい。 

・男は外で働き、女は内で家族を守る事が良いと思う。 

・子どもにとって、最初に出会う最も信頼できる人は母親だから。 

・「男：家庭、女：仕事」でも良い。回答「２」に近いが、性別固定ではなく、役割を分ける意味で

どちらかといえば賛成。 

・男は家庭でも良いと思う。男は仕事+家庭、女も仕事+家庭でも良い。 

・出産や育児の場合、女性がどうしても必要となる時が多い。効率を考えて。 

・互いの役割を尊重し、全うする為。 

  

（問 11で、（１. 賛成）又は（２. どちらかといえば賛成）と回答した方にお伺いします。） 

あなたが賛成する理由を教えてください。 （１つだけに○） 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 11-2【反対の理由】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  ２０件 

 

・「男は仕事、女は家庭」と言う考え自体が古い。欧州では逆で「女が仕事、男が家庭」というのも

普通。 

・今の時代共働きは必要だと思うから。 

・家庭によって、それぞれの考え方（男女関係なく）があり、適切な形は千差万別だと思うから。 

・ドイツにて、男は仕事、女は家を徹底したら出生率が下がったというデータがある。 

・男女とも“自由”が一番大切だから。 

・結婚や出産により、女性が仕事から離れ、戻ることが大変な社会の仕組みは、女性にも社会に   

とっても不利益であると思うから。 

・仕事が好きで、仕事がしたいと強く思う。子育てに向いていない。 

・人口減の中で制度を改良する必要がある、社会維持のため。 

・自分自身は、子どもを預けずに３才まで手元で育てたいと思ってそうしてきた。子どもが幼い  

うちは母親の保育が良いと思っている。しかし、いつまでも女性は家庭のみという考えには賛成

しかねる。 

・死別など何かあったときに、片方のみの役割にしかなっていないと苦労する。 

・女性も野心を持って仕事をしている人は多いので。 

・男性の収入だけで生活できる人はごくまれだと思う。必然的に女性も働かなければいけないと  

思う。 

・男は○○、女は○○という性別による役割分担は偏見であるから 

・有用な人材は男女関係なく有用。 

・仕事も家事も人間として当たり前にするべき。男女関係なく。 

  

（問 11で、（３. どちらかといえば反対）又は（４. 反対）と回答した方にお伺いします。） 

あなたが反対する理由を教えてください。（１つだけに○） 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 12【女性進出の措置】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  ３９件 

 

・女性の意思通りにすればいいと思う。 

・１～３の事はいずれも望ましい事ではあるが、その後ろだてとなる手段を考えなければ行動は  

おこせない。それらの目標や計画があってもただのお題目でしかない。 

・男性の考え方を変えないとずっと同じ。 

・環境づくり、北欧ヨーロッパを参考にしてはどうか。 

・女性が進出しやすい環境を整える。女性の社会活動には、子育てなどへの社会的協力制度が必要。

男側の育休、女性の産休前後の待遇の保証など。 

・無理に急激な変化は問題がある。 

・男女同数の定員とする。 

・むりやり機会を作ること、女性登用することは避けるべき。互いを尊重することが重要だと思う。 

・個々の向上心 

・目標の設定と罰則。常に「Ｐｌａｎ」「Ｄｏ」はやるが「Ｃｈｅｃｋ」「Ａｃｔｉｏｎ」が少ない。

特に「Ｃｈｅｃｋ」が甘い。 

・男性と同じ待遇だと体力、筋力等の違いから体がもたなくなる。女性に対する待遇を作るべき。

女性の得意分野等、得手分野のすそ野を拡げ、知識、技術を積極的に進める。 

・女性参加の上で、理由を明確にし、改善を行う。 

・人権や対人関係をフォローする組織 

・給与等の条件を原則対等にする。 

・「措置をとる」といった類のモノではなく、「個人の意思を尊重する」という風土作りかと思う。 

・子どもを社会で育てる仕組み作り。男性にも育休を取らせ、男性の子育て機会を増やす。 

・まずは女性が家庭から離れて仕事をできるような環境づくりから行ってほしい。女性が働いて  

いる時間、子どもを預けられる場所を会社が支援する等、子どもを産んだ後の社会復帰に力を  

入れる。 

  

女性があまり進出していない分野に女性の進出を進めていくためには、どのような措置をと

るのがよいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 15【男性の参加】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  ２９件 

 

・やる気のない性格の人にはどんな活動講座があっても無理です。時間が出来たら喜んで自分の  

好きな事だけをやってしまう。 

・「女がやるものだ」と最初から決めつけるのを止めさせる。 

・大人も子どもと同じ「ほめる」ことと思う。 

・男性の意識改革。本人のやる気が大事。 

・必要に応じて動くと思う。 

・仕事能力や猛烈さが評価され、職場に縛られる競争意識や制度を変える。 

・元気いっぱいのシルバーさんを利用活用しやすくすること。 

・社会の中で、男性による家事、育児、介護等が当たり前の世の中を築いていくことと思う。 

・義務教育に導入し、受験の必修科目にする。 

・小さい頃からの教育、学校等での家庭科の授業の充実。 

・制度を作る事。日本人は制度があれば守るが、自主的に何かをするのは苦手の様です。 

・必要に応じて男でも女でも区別なく分担役割。 

・職場での理解（長期休暇や有給休暇が取得しやすい環境） 

・「５」に近いが、評価を高めるのではなく、参加することがあたりまえ、一般的であるようにする。 

・家庭の諸問題を気軽に相談できる場づくり。心情を理解してくれるカウンセリングの場づくりが

あると良い。 

・企業経営者、職場の理解 

・小中高校における男女平等の教育 

・常識とか対人関係の社会的な教育 

・女性の収入設定や役職等、女性の働く環境や経済力によって同居している男性が生計を立てると

いう常識や実態が変わっていかない限り難しいと思う。 

・古い考えやしきたり感を捨てる。家庭はおろか、地域内の高齢者の女性に対する固定観念を   

捨てる。 

  

今後、特に男性が、家事・子育て・介護・地域活動などに積極的に参加していくためには、

どのようなことが必要だと思いますか。（あてはまる番号すべてに○） 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 16【女性が職業を持つこと】 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  ７７件 

 

・本人（女性）の意思で決めれば良いと思います。仕事を続けたくても出来ない環境の人もいると

思うので。 

・それぞれの家庭環境で決めればよい。 

・子育てしつつ、仕事もしやすい環境が良いと思います。 

・個人個人で考えは違うので決めれないと思う。 

・仕事を続けながら、個々の考え方に沿った選択が出来るようにする。 

・それぞれの考え方、環境に合わせて仕事と家庭に向き合う。 

・生活レベルの考え方、各々違うと思うが働かざるを得ない（将来を考えて）。 

・個人の考えがあるので、あえて決めつけなくても良いのでは。社会とのつながりを持つことは  

望ましい。 

・持つべき、持たざるべきでは無く、本人の資質や環境如何の事。できる人が働けばよい。 

・子どもが小学校へ入学までは、勤務条件が緩和されるのであれば、続けるべき。 

・子どもを社会人、職業人として、一人前に良識を備えた人格に育て、社会に送り出すのも本当は   

お金は払われないが大きな責任ある仕事。その意識があり、やっているなら、仕事は有っても  

無くても時間も働き方も各自自由でよいと思う。 

・仕事と子育てをわける事なく２つともできるようにするべき。男性も子育てをやるべき。 

・本人の自由。経済的に働かなければならない場合もある。 

・個人の考え方で、夫婦間の話し合いできれば良いので、どちらとも言えない。 

・必要であれば仕方ない。 

・両立出来る人は続ければ良い、それぞれ個人の気持次第。他人が決めつけることではない。 

・日中だけ働くので良いのでは。 

・保育園に預けられるまでは子育てに専念。 

・本人が決めるのが一番よいと思うが、まずは社会が女性＝家事・子育てという先入観をなくして

いくのが先。女性が職業をもつことは良いことだと思う。 

・仕事をしなくても生活できるのなら家庭に入ってもいいと思う。生活のために仕事をやめられな

いのなら働くのはしかたない。 

・結婚しても女性が仕事を続けたいならば夫がサポートして続ければ良い。 

・結婚出産に伴い、変化するライフスタイルに合わせて勤務形態を変えながら仕事をつづけていく

方がよい。 

・現実的に夫だけでは収入が足らないので、どうしても共働きにならざるを得ない。 

・子どもの心が健康でいられるなら、仕事をするのも良い。 

・それぞれの家庭事情も含めて、女性が働く事も必要になってくる。 

・子育て中に限っては、短時間就労の仕事が良い。事業所もそれを認める。 

あなたは、女性が職業をもつことについて、どうお考えですか。（１つだけに○） 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

・本人が無理の無い状況下で仕事を続けられるのであれば、続けたい人は続ける方がよい 

・仕事を続けるためには周りの協力が不可欠である。特に夫の協力が得られるなら産後も仕事が  

できるが、無理な場合は育児が一段落しないと働けない。 

・個々人の考えを尊重し、夫婦で決める。 

・仕事をやめないで休みをつかい仕事をする。 

・仕事をしたい人はして、子育てをしたい人は子育てをすればよい。 

・子どもができたら育休をとり、職場復帰できる社会がよい。 

・問１６の質問１～５を自由に選択できる社会になってほしい。 

・問１６の様な当てはめ方ではなく、その時々の状況に応じ、女性が自由に選択できる風潮である

べきだと思う為、問１６内での選択はできない。どうするかは個々の自由だと思う。 

・子どもができても、続けたいなら仕事をした方がよい。 

・回答の４が基本も、本人等の意思を尊重する。 

・子どもの大事な時期（幼少期から小学生）までは仕事をセーブする、その後は働いた方が良いと   

思います。 

・労働する女性、結婚する女性、子育てをする女性は別のものであると考えている。 

・仕事を続けたいと思うなら、男女関係なくするべき。 

・家族や夫婦で話し合い、仕事も家事も育児もそれぞれの家庭で好きにすればいいと思う。 

・乳幼児、特に乳児期は、女性は子育てに、その後は男性が子育てでも良いのでは。 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 17-1【待遇の差】 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  ９件 

 

・社内結婚だと女性の方が辞めて家庭に入ると言う見方が多い。 

・昔は、掃除やお茶出し、片付け、当たり前のように女がやった。 

・育休等の長期休暇からの、もしくは休暇中からを含めた復職フォローがない。 

・言動。子どもがいる人には働いてほしくないと言われた。 

 

 

問 19【仕事の両立】 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  １４件 

 

【主な回答】 

・法整備が追いついてないから。 

・違法な残業をなくすこと。 

・仕事を休む事＝悪い事という状況を無くすこと。 

・３世帯同居 

・コミュニティ＋親（ジジ、ババ）等の協力 

・個々の家庭に任せるべき。（行政が関わるべきでない。） 

・良いことずくめの内容だが、使用者側に立った場合は、困ることが多いのではないか。良いこと

ずくめすぎる。 

・田舎へ人が集まるようにして都会に人が集中することを避ける。 

・制度化しかない。信義則では、絵に描いた餅。 

・経済的を目的とするだけでなく、仕事が人生の生きがいや他のために役に立つために働くのなら

両立する努力が必要。働くということの目的を教育や家庭の中で学ぶ事が大切と考えます。 

・男の収入が増えれば、女は働く必要はない。 

・税金の仕組み 

・賃金を上げること  

（問 17で （1． ある） と回答した方にお伺いします。） 

どういう面で差があると思いますか。 （あてはまる番号すべてに○） 

あなたは、男女が共に仕事と家庭の両立をしていくために、どのような条件が必要だと思い

ますか。（３つまでに○） 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 20【仕事と生活 現状】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  １５件 

 

【主な回答】 

・介護が優先。それに合わせて生活の計画を立てている。 

・Ｗａｌｋｉｎｇ、散歩。 

・学生として学習し、家庭のこともやる。 

・地域でのボランティア活動。そのための学習や、人を大切にするコミュニケーションや、主人に

感謝しながら家庭生活も大切にしている。 

・仕事も育児も中途半端。 

・４（学習や趣味・娯楽を優先した生活）+仕事を優先した生活 

・仕事と介護の毎日。 

 

 

問 21【仕事と生活 理想】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  ８件 

 

【主な回答】 

・健康と家庭のバランス。 

・ストレスなく生活したい。 

・みんな大切。 

・地域でのボランティア活動。そのための学習や、人を大切にするコミュニケーションや、主人に

感謝しながら家庭生活も大切にしている。 

・４（学習や趣味・娯楽を優先した生活）+仕事 

  

仕事と生活のバランスについて、あなたの現状に一番近いものをお答えください。 

（1つだけに○） 

仕事と生活のバランスについて、あなたの理想に一番近いものをお答えください。 

（１つだけに○） 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 22-1【地域 参加しない理由】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  ２１件 

 

【主な回答】 

・土日休みではないから。 

・会社が都内にあり、自宅と会社の往復の生活なので地域と関わることがない。 

・平日は参加できないから。 

・あまり興味が沸くイベントがない。 

・趣味活動に重点を置いてるため。 

・ノルマに影響するから。 

・情報をあまり取り込めていないから。 

・時間が無い。 

・参加困難（要介護のため）。 

・仕事が忙しい中での休日は休みたい。 

・結婚してないから。 

・これまで、地域活動に参加する必要性を感じなかったから。 

・生活に余裕がないから。 

・土・日・祝の行事には参加出来ない。仕事がシフト制の為。 

 

  

（地域活動に参加したことがない方にお伺いします。） 

あなたが地域活動に参加しないのは、どのような理由からですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 23【学校教育】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  ３５件 

 

・男女の概念ではなく、一人の人間として、人を見れば良い。 

・特性・長所を認め伸ばす。 

・“職は食”、“食は職”ということを教えること。 

・大人の世界を平等にする。平等の定義を教える。 

・１．（日常の活動の中で、男女平等の意識を育てる指導をすること）に近いが、教育の場での男女

の扱い方に注意する。男女の違いもあるが基本的なことを行う。 

・教材等ではなく、体感として家庭科の時間を増やす事が一番良いと思う。 

・将来ひとりでも生活していける力をつける為に勉強するように教える。 

・子供達にもっと職業の直接接触の機会を増やす。 

・将来のビジョンや目標を持たせること。 

・教師はすでに過重労働である。要因を増やす等、負担を減らすこと。 

・家庭科や保健体育で家事や介護の教育を充実させること。 

・想像力を高める教育 

・なんでも平等ではなく男女の特性を知って、協力しあって生きることを教えてほしい。 

・学校教育ではなく社会全体ではないですか。 

・教員を含めた大人が男女平等の意識を持たなければ何も始まらない。子供は大人の鏡。 

・いじめを無くす教育指導。 

・まず、先生が一度社会人を経験する事。社会に揉まれていない人が生徒指導は今の時代無理。 

・日常生活の中での常識的な事を教育。 

・社会生活の中での、善悪の躾を小さい頃から教える事。 

・男女に限らず、人を大切にする、尊重する心を育てる教育に力を入れる必要があると思って   

います。 

・地域で子供達を見守る。 

・子どもの親に対して、男女平等の意識への理解と協力を説くこと。 

・設問が推進されているか否か不明。あるとすれば要因をつぶすべき。 

・道徳教育の充実。 

・身体の相違を学ぶ機会を作る。  

あなたは男女共同参画推進のために学校教育（小学校や中学校）の場で、特にどのようなこ

とに力を入れる必要があると思いますか。（あてはまる番号すべてに○） 
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【各設問の「その他」欄への回答】 

問 25-2【相談先】 

 

 

 

 

 

その他欄 記載件数  ２件 

 

・法律相談（法務省） 

・調停委員 

 

（問 25-1で、(１. 相談した)と回答した方にお伺いします。） 

あなたが、相談した人（場所）を教えてください。（あてはまる番号すべてに○） 


